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防
災
安
全
講
演
会

開
催
報
告

～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー
～

島根県
平
成
31
年
１
月
19
日
（
土
）、
津
和
野
町
立
日

原
小
学
校
体
育
館
に
て
、
島
根
県
と
当
協
会
主
催

に
よ
る
「
防
災
安
全
講
演
会
～
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ミ
ナ
ー
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に

主
催
者
を
代
表
し
て
、
島
根
県
防
災
部
の
藤
井
次

長
と
当
協
会
の
棚
橋
常
務
理
事
が
挨
拶
し
、
続
い

て
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
減
災
復
興
政
策
研
究
科

長
・
教
授
の
室
﨑
益
輝
氏
に
よ
る
「
災
害
の
時
代

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
」
と
題
す
る
講
演

と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
団

体
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
務

局
長
の
明

城
徹
也
氏

に
よ
る
「
自

助
・
共
助

で
つ
く
る
災

害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」

と
題
す
る
講

演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　
　

事
務
局
長　

明
城 

徹
也 

氏

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
位
置
付
け
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
役
割
や
具
体
的
対
応
等
を
、
熊
本
地

震
・
九
州
北
部
豪
雨
等
の
実
例
に
沿
っ
て
分
か
り

や
す
く
ご
説
明
頂
い
た
。
ま
た
、
行
政
・
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
三
者
に
よ
る

連
携
の
重
要
性
を
訴
え
ら
れ
た
。

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
減
災
復
興
政
策
研
究
科
長
・

教
授　

神
戸
大
学
名
誉
教
授      

室
﨑 

益
輝 

氏

近
年
、
自
然
災
害
が
増
加
し
て
お
り
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
も
切
迫
し
た
状
況
に
あ
る
。
過
去
の
災

害
の
教
訓
を
活
か
し
、
事
前
減
災
・
連
携
協
働
に

努
め
る
こ
と
。
公
助
・
自
助
の
限
界
を
共
助
・
互

助
で
補
完
す
る
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
が

重
要
で
あ
る
等
の
講
演
を
頂
い
た
。

自
助
・
共
助
で
つ
く
る

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

講
演
２

14
：
55
〜
15
：
55

室﨑 益輝 氏
昭和 42 年京都大学工学部建築学科卒業。神戸大学都市
安全研究センター教授、独立行政法人消防研究所理事長、
消防庁消防研究センター所長、関西学院大学災害復興制度
研究所長を経て、平成 29 年より現職。日本火災学会賞、
防災功労者内閣総理大臣表彰、兵庫県社会賞などを受賞。

災
害
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時
代
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割

講
演
１
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45

明城 徹也 氏
福井県出身。米国の大学を卒業後、建設会社を経て、NGO 業界に転身。パ
キスタン地震被災者支援や南スーダン帰還民支援等、数多くのプロジェクト
に携わる。東日本大震災ではジャパン・プラットフォームの職員として被災
者支援・復興支援に従事。平成 29 年から全国災害ボランティア支援団体ネッ
トワーク（JVOAD）事務局長として、支援調整の仕組みづくりに取り組む。
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